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	応用
	抗原情報
	背景
	SWI-SNF複合体は、ATP依存的にヌクレオソーム構造をリモデリングすることで転写の活性化に関与しています。Brm（SNF2αとも呼ばれる）とBrg-1（SNF2βとも呼ばれる）は、哺乳類SWI-SNF複合体のATPaseサブユニットです。BAF（hSWI/SNF）複合体の中核成分です。このATP依存性クロマチンリモデリング複合体は、細胞の増殖と分化、細胞の抗ウイルス活性、腫瘍形成の阻害に重要な役割を果たしています。BAF複合体は、正常よりも負のスーパーコイルの数が少ない、安定した変化したクロマチンを作り出すことができます。このスーパーコイルの変化は、ポリヌクレオソームアレイ上のヌクレオソームの最大半分が、それぞれ2つのヒストンオクタマーからなるアルトソームと呼ばれる非対称構造に変換されるためと考えられます。 SMARCA4/BRG1/BAF190Aのリモデリング活性をin vitroで刺激する。CSF1プロモーターの活性化に関与する。神経前駆細胞特異的クロマチンリモデリング複合体（npBAF複合体）およびニューロン特異的クロマチンリモデリング複合体（nBAF複合体）に属する。神経発生過程において、ニューロンが細胞周期を終え成体状態へと移行するにつれて、幹／前駆細胞から有糸分裂後クロマチンリモデリング機構への切り替えが起こる。増殖中の神経幹／前駆細胞から有糸分裂後ニューロンへの移行には、npBAF複合体およびnBAF複合体のサブユニット構成の切り替えが必要である。神経前駆細胞が有糸分裂を終えてニューロンへと分化すると、ACTL6A/BAF53AおよびPHF10/BAF45Aを含むnpBAF複合体は、ニューロン特異的複合体（nBAF）において相同なACTL6B/BAF53BおよびDPF1/BAF45BまたはDPF3/BAF45Cサブユニットと置換されます。npBAF複合体は、多能性神経幹細胞の自己複製能／増殖能に必須です。nBAF複合体はCRESTとともに、樹状突起の成長に必須な遺伝子の活性を制御する役割を果たします（相同性による）。細胞周期制御において重要な役割を果たし、G0/G1期における細胞周期停止を引き起こします。
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	SNF5 抗体 (1:1000 希釈) を使用した C6、3T3、Hela 細胞溶解物中の SNF5 のウエスタン ブロット検出。

